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報告第１号

平成30年度くずまき型ＤＭＯ事業実施状況等について
１ 事業方針

（１）全体の方向性

今年度事業につきましては、これまでの2か過年度の活動により各検討部会等において成果と課

題が見えており、成果を確実なものにするととともに、課題を克服し、取組みの輪を広げ、それ

ぞれが自走できるための事業を展開するものとします。

（２）活動方針

①昨年度の各部会の成果をさらに磨き上げ、見出された課題を解決し、商品化・実事業化（特

産品・観光ＰＲ）を達成する。

②小さくても町に実際に良い変化をもたらす成果を一つずつ積み上げ、マスコミや協議会ホ

ームページ、公式ＳＮＳ等を通じて積極的にリアルタイムで情報発信することで成果を「見

える化」する。これにより、町の対外イメージと知名度を向上させ、併せて検討部会参加

者、観光物産事業者、町民のモチベーションを維持・向上する。

③各検討部会員が、今年度の部会活動を通じて得られた経験・ノウハウ、人的ネットワーク

を生かし、次年度以降において、各所属における売上増加に資する事業の中核職員とな

り、個人においては起業を行っていくなど、ＤＭＯ事業に関わるそれぞれの主体の取組み

の自走を促す内容とする。

２ 今年度の経過
５月22日 平成30年度第１回くずまき観光地域づくり協議会総会

５月31日 地方創生加速化交付金内示

６月～ 各事業検討部会、プロジェクトチームによる活動開始

９月～ 各事業契約

３ 事業内容

（１）くずまきブランドデザイン【特産品検討部会】

くずまき型DMOのさらなる推進のため、デザインの観点から新たに開発中の特産品の

ブランディング、まちづくりの基幹人材の育成、まちづくり会社等デザインを活用し

た企業に向けた支援を行うことで、本町のブランドイメージの向上、仕事の創出、地

域経済の活性化を目指す。

特産品検討部会が開発中の新たな特産品の開発サポート、パッケージデザイン等を通じ

た新しいくずまきのブランディング（1-3）

デザイン的観点での基幹人材育成を目的としたセミナーの実施（1-3）

まちづくり会社のブランド部門の担い手への助言指導（1-1、1-3）

（２）稼ぐ着地型観光体制構築【観光PR検討部会】

稼ぐ着地型観光の観点から、サイクルツーリズム観光構築、特産品等町の魅力を生

かしたツアーの実施、インバウンド機運醸成を実施し、町内観光物産事業者を中心

に全町的な観光客の受け入れ態勢の構築を目指す。

サイクルツーリズム環境の構築（1-2）

町サイクル計画の策定、モデルコースの設定とサイクルマップの作成、サイクルス

テーションの設置、レンタサイクルの整備などを通し、サイクリストの受け入れを進

めるとともに、町内の機運醸成を図る。

観光モデルツアーの実施（1-2）

プロジェクトチームのメンバーを中心に検討中の「星空」と「くずまきワイン」を

使ったツアーを実施し、将来的なツアー実施の際の参考とする。
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（３）若者高校生部会

若者や高校生が気軽に集まることができる居場所の創出（5-1）

まちなかに、若者や高校生が勉強や雑談などで自由に集まることができる居場所づ

くりの検討と、その成果である「旧遠藤邸シェアスペース」を実施した。

（４）スポーツツーリズム検討部会

スポーツツーリズムの推進（1-5）

町の助成制度を活用しながら、町内スポーツ団体やグリーンテージをはじめとする

第３セクター等と連携し、スポーツ大会や合宿誘致を促進する。また、首都圏等で開

催されるスポーツ合宿相談会へ参加し、誘致を進める。

サイクルツーリズムの推進

サイクルツーリズムプロジェクトチームと連携し、サイクルツーリズムの推進を図

る。

（５）リノベーションまちづくりプロデュース【まちなか検討部会】

まちなかエリアビジョンの策定（3-1）

家守会社の候補となる民間プレーヤーへの講演会及びアドバイス（4-1、4-2）

（６）移住交流検討部会

① 部会員のＵＩＪターン者を中心に、移住者向けのガイドブックの制作・発行（6-1）

② 移住体験ツアーの企画・運営（6-2）

③ 若者や子育て世代の女性が集える空間(エリア)の検討（6-3）

④ 町外在住のくずまき関係者等とのネットワークの構築検討（6-4）

（７） ワークショップ等実施状況

・【移住交流】検討部会 ５月１日（火）10:00～12:00（９名）

・【若者高校生】大学生と高校生の顔合わせ ６月20日（水）18:30～21:00（20名）

・【若者高校生】検討部会① ６月25日（月）18:30～21:00（21名）

・【まちなか】検討部会 ６月27日（木）18:00～19:00（20名）

・【観光・特産品】検討部会① ７月２日（火）18:00～20:00（24名）

・【移住交流】検討部会② ７月13日（土）11:00～13:00（17名）

・【若者高校生】検討部会② ７月21日（土）15:30～18:45（13名）

・【全体】アクセラレーターズミーティング ８月１日（水）18:00～20:00（31名）

・【若者高校生】ばず部ラジオ出演等 ８月７日（火）10:00～16:00（７名）

・【まちなか】検討部会 ９月18日（火）13:30～15:00（９名）

・【移住交流】検討部会③ ９月25日（水）14:00～16:00（12名）

・【まちなか】講演会、相談会① ９月26日（木）13:30～16:30（14名）

・【まちなか】講演会、相談会② 10月30日（火）11:15～17:30（12名）

・【若者高校生】検討部会③ 11月18日（日）14:00～17:00（11名）

・【移住交流】検討部会④ 11月24日（日）16:00～18:00（９名）

・【観光】検討部会② 11月27日（水）18:30～21:00（13名）

・【特産品】検討部会② 11月28日（木）13:00～17:00（12名）

・【まちなか】検討部会 11月29日（木）13:30～15:00（15名）

・【若者高校生】検討部会④ 12月９日（日）13:00～17:00（13名）

・【観光】検討部会③ 12月11日（水）18:30～21:00（12名）

・【特産品】検討部会③ 12月13日（金）13:00～17:00（10名）

・【若者高校生】検討部会⑤ 12月23日（日）10:00～13:00（14名）

・【若者高校生】検討部会⑥ １月６日（日）14:00～17:30（12名）

・【若者高校生】シェアスペースウィークリー １月９日（水）～16日（水）
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・【特産品】検討部会③ １月18日（金）10:00～12:00（10名）

・【移住交流】くずまき暮らし体験ツアー ２月９日（土）～10日（日）

・【移住交流】検討部会⑤ ２月22日（金）16:00～18:00（９名）

・【スポーツ】検討部会 ２月26日（火）18:00～20:00（11名）

・【観光】くずまきヒュッゲ・星空キッチン ３月２日（土）～３日（日）

・【観光】くずまきヒュッゲ・ワインスタディ ３月３日（日）

・【若者高校生】検討部会⑦ ３月６日（水）10:00～12:00（15名）

・【まちなか】検討部会 ３月11日（月）13:30～15:00（23名）

・【観光】検討部会④ ３月14日（木）18:30～21:00（15名）

・上記のほか、企画チーム毎に自主的な集まりを持ち、企画のブラッシュアップを実施

４ 各部会等の活動状況

（１）特産品検討部会

「葛巻がんづき」と「ワインソルト」の２つのプロジェクトチームに分かれ、今年

度中の商品化を目指し活動を行った。

また、先進事例やブランディングを学ぶ講演会やワークショップを開催。パッケージ

デザインやネーミングを、ブランディングの専門家を交え検討を進めた。

専門家講演会の開催

第１回 11月28日（水）

〇講演：地域ブランド事例「西和賀町、ユキノチカラについて」

講師：（株）エディションズ 代表取締役 金谷克己 氏

〇講演：講演「稼げる地域ブランドをつくる」

講師：日本百貨店ディレクター 鈴木正晴 氏

〇がんづき、ワインソルトの試食及び地域ブランド構築に向けての意見交換

第２回 12月13日（木）

〇講演：ファンをつくるブランドづくり

講師：株式会社kedama代表 武田昌大 氏

〇くずまきブランドワークショップ

第３回 １月18日（金）

〇くずまき型ＤＭＯブランドイメージ説明

説明：（株）エディションズ 代表取締役 金谷克己 氏

〇特産品試食会

葛巻がんづき

葛巻の食材を活用し、郷土食「がんづき」をアレンジしたお菓子「焼きチーズがん

づき」の商品化を目指し検討を進めた。検討の結果、最終的にそば雑穀、ヤマブドウ、

チーズ、ミルククルミの4種類を考案。ネーミングについては「小昼しま専菓（こびる

しませんか）」を案としている。

【課題】

・実際に商品化をするような民間事業者の巻き込みが不十分。

・食のプロから意見をいただく機会が無かった。

【方向性】

・30年度中の検討内容、反省事項を生かし、食のプロからの助言を受けながら改良

を進め、来年度中の商品化を目指す。

ワインソルト

町の特産品であるワインと野田村の特産品である「のだ塩」を活用したワインソルト

を作成。森のこだま館等でワインソルト作りワークショップを開催したほか、今年度中

の商品化を目指し検討を進めた。赤、白、ロゼのワインをそれぞれ混ぜたものに加え、

ヤマブドウの絞りかすを粉にしたヤマブドウパウダーを加えたものの計４種類を作成。
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ネーミングについては「森のワインと海の塩」を案としている。なお、製造・販売者は

町内の民間事業者に公募のうえ決定したいと考えている。

【課題】

・製造、販売業者が決まっていない。

【方向性】

・製造・販売を希望する事業者を公募する。応募する事業者には、作成のノウハウ

とトライアル用のパッケージを無償提供し、スムーズに製造・販売を開始していた

だく。

（２）観光ＰＲ検討部会

「サイクルツーリズム」「モデルツアー」の２部門においてプロジェクトチームによ

る検討を実施。モデルツアーにおいては「星空ツアー」「ワインツアー」の２つに分か

れ活動を行い、その成果でもある「くずまきヒュッゲ」と題したツアーを3/2～3/3に

開催した。

・観光ＰＲ検討部会、ワークショップ（11/27、12/11、3/14）

・プロジェクトチーム毎の検討会

・「くずまきヒュッゲ・星空キッチン」（3/2～3/3）

・「くずまきヒュッゲ・ワインスタディ」（3/3）

サイクルツーリズム

「自転車で訪れたくなるまち」の実現に向け、サイクルツーリズムの専門家を依頼

し町内を試走。モデルコースの設定やサイクルステーションの助言をいただいた。

今年度は、町サイクル計画の策定、サイクルステーションの設置（11ヵ所）、レンタ

サイクル用自転車の整備及びサイクルジャージの試作を進めているほか、自転車によ

るまちづくりの機運醸成、運動不足解消のため、ゲーム形式でサイクリングのトレー

ニングができる機器の整備及びプログラム「Zwift」の導入をしたい考え。

【課題】

・サイクルツーリズムに対する町民の機運醸成

・サイクル客の誘致に向けた、走る姿をイメージできる情報環境の整備

・これらの取り組みを推進する組織の不在

【方向性】

・課題解決に向け、今年度中に策定予定の「葛巻町サイクル計画（仮）」実施初年度

として、次の内容を実施、検討する。

・サイクルツーリズムをさらに盛り上げるべく、講演会などを行うほか、サイクル

イベントについて検討する。

・観光PR検討部会を母体とする、サイクルツーリズムの推進組織の立ち上げを検討

する。

くずまきヒュッゲ（星空キッチン、ワインスタディ）

星空キッチン：チームメンバーが、観光業者の協力を得ながら葛巻の自然と食と星

空を満喫できる１泊2日のツアーを計画。くずまき高原牧場を会場に、ピザ作りや牛の

世話などの体験学習を行ったほか、岩手県食の匠による郷土料理のディナーを味わっ

た。夜は星空案内人による星空観察会が開かれた。若い世代の女性を中心に、15名の

方に参加いただいた。

ワインスタディ：昨年度実施したモニターツアーをベースに、チームメンバーが、

観光業者の協力を得ながら葛巻の特産品であるワインをより深く学べるツアーを計画。

くずまきワイン工場及び森のこだま館を会場に、(株)岩手くずまきワイン職員からワ

インについて学んだほか、ヤマブドウ染め体験や旧遠藤邸で開催されていたひな祭り

の見学を行った。若い世代の女性を中心に、９名の方に参加いただいた。
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【課題】

・実施にあたってのスタッフの確保。

【方向性】

・参加者アンケート結果を、くずまき高原牧場やくずまきワインと共有し、商品化

していただけるよう協力していく。

（３）まちなか検討部会

部会員が中心となり、公民連携によるまちづくりの専門家のアドバイスを踏まえ、

歩きまわりたくなるまちなかを目指す「まちなかエリアビジョン」を取りまとめてお

り、町のビジョンとして策定予定である。

また、部会員と地域おこし協力隊による、まちづくり会社の機能を持つ会社が起業

し、町内の空き店舗を活用し夏頃の営業開始を目指している。

・検討部会（6/27、9/18、11/29、3/11）

・リノベーションまちづくり講演会、相談会（9/26、10/30）

・旧遠藤邸清掃（5/28）

リノベーションまちづくり講演会、相談会

第１回 ９月26日（水）

〇講演：リノベーションまちづくり

講師：（株）らいおん建築事務所 代表取締役 嶋田洋平 氏

〇家守事業個別相談会

第２回 10月30日（火）

〇講演：リノベーションまちづくりと家守事業アドバイス

講師：（株）らいおん建築事務所 代表取締役 嶋田洋平 氏

〇講演：ワインツーリズムについて

講師：（一社）ワインツーリズム 代表理事 大木貴之 氏

まちなか検討部会

第１回 ６月27日（水）

〇くずまき型ＤＭＯ「平成30年度事業計画」報告

〇「くずまきクラフト市 2018みなづき」実施報告

〇今年度の実施体制の決定

〇「エリア構想」等に係る意見交換

第２回 ９月18日（火）

〇部会長・副部会長選出

〇「エリアビジョン」策定の考え方・進め方

〇空き店舗見学会（予定：旧まるきん、旧まるたけ旅館）

〇「くずまきクラフト市2018 かんなづき」開催紹介

第３回 11月29日（木）

〇「まちなかエリアビジョン（仮）」中間案について

〇まちなかでの活動紹介（やどり木プロジェクト）

〇旧遠藤邸の活用について

第４回 ３月11日（月）

〇「まちなかエリアビジョン」案概要、実現に向けた方針について

〇「やどり木」活動報告

旧遠藤邸清掃 ５月28日（月）

検討部会員による旧遠藤邸清掃の清掃作業を実施。

【課題】

・魅力的なスポット、店舗間を歩きまわりたくなる環境の構築

・起業したまちづくり会社の運営サポート
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・次なる起業家の発掘と育成

・快適なまちなか居住の推進

【方向性】

・「まちなかエリアビジョン」の実現に向けた新規起業者、起業希望者のサポート

・町づくり会社と連携した旧遠藤邸等でのイベント等の実施

・住居断熱講習会、エコハウス建築ノウハウ講習会等の実施

旧遠藤邸活用実績

(４) 若者・高校生検討部会

岩手大学の学生の協力のもと、高校生と町内の若者が集まり、まちなかに自由に出

入りできる居場所づくりの検討を実施。町内の数ヵ所を候補場所とし話し合いを進め

た結果、最も利用希望の多かった旧遠藤邸を会場とすることとし、「シェアスペース」

として1週間の社会実験を行った。

・検討部会の開催（6/20、6/25、7/21、11/18、12/9、12/23、1/6、3/6）

・ばず部ラジオ出演（8/7）

・旧遠藤邸シェアスペース（1/9～16）

【課題】

・他部会との連携による商品開発や情報発信

・社会実験の結果をどう生かしていくか

【方向性】

・引き続き高校生にまちづくりを考える機会を設け、人材の育成を図る

・シェアスペースを引き続き実施し、居場所づくりの検討を進める

(５) スポーツツーリズム検討部会

町の助成制度を活用しながら、町内スポーツ団体やグリーンテージをはじめとする第３

セクター等と連携し、スポーツ大会や合宿誘致についての戦略等を検討。

また、県が主催するスポーツ人材に関する研修会に参加し、本協議会が推進するサイク

ルツーリズムの検討を行った。
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① 検討部会の開催（2/26）

② スポーツツーリズム奨励事業実績

ア スポーツ合宿等宿泊助成費補助金

○チーム数 41（小学生20、中学生11、高校生６、大学生３、一般１）

○延べ宿泊者数 1,041人

○県内外別 県内22チーム 県外19チーム

○補助金額 1,304,032円

イ スポーツ大会等誘致運営費補助金

○助成件数 ９件（バスケ、サッカー、ゲートボールなど）

○補助金額 165,000円

【課題】

・近隣市町村と連携したスポーツ合宿の受け入れ

・トレーニング器具の整備など、ニーズに合わせた受け入れ環境の構築

【方向性】

・引き続きスポーツツーリズム奨励補助金を活用した誘致を進める

・サイクルツーリズムプロジェクトチームと連携し、自転車を使った町づくりの検討

を進める

・ソフト、ハード面で合宿誘致に係る課題の洗い出しと対応を行う

(６) 移住交流検討部会

主に部会員同士の情報交換や移住体験ツアーの内容検討などを実施。

① 検討会の開催

第１回 ５月１日（火）

〇平成29年度活動内容の報告

〇「第2回くずまき暮らし体験ツアー」の報告

〇平成30年度「くずまき暮らし体験ツアー」についての意見交換

第２回 ７月13日（金）

〇平成30年度「第１回くずまき暮らし体験ツアー」についての意見交換

〇岩手県主催移住体験ツアーの受け入れについて

第３回 ９月25日（火）

〇平成30年度「第１回くずまき暮らし体験ツアー」について

〇部会の役割と活動内容について

第４回 11月24日（土）

〇平成30年度「第１回くずまき暮らし体験ツアー」について（報告）

〇部会の役割と活動内容について

第５回 ２月22日（金）

〇地域づくり人材活動事例発表会について（報告）

〇第２回くずまき暮らし体験ツアーについて（報告）

〇移住者向け「協力者紹介ガイドブック（仮）」について（協議・意見交換）

〇次年度の活動方針について（協議・意見交換）
【課題】

・移り住みたくなる町としての知名度向上

・永住者に永く定住していただけるような環境の構築

【方向性】

・移住後２～３年で葛巻を離れる方もいることから、移住者の定住促進を強化する

・仕事、住まいの支援に加え、仲間づくり、生きがいづくりとしてのサードプレイス（第

三の居場所）の支援が必要となるため、自治会の他、スポーツや文化団体等の巻き込み

を

図る
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５ まちづくり会社について

これまでくずまき型DMOの取り組みの一つとして、「まちづくり会社」の設立にむけた検

討を行ってきたところ、今年度、町内の主婦と地域おこし協力隊の３名がまちづくり会社

の機能をもつ会社「（株）やどり木」を起業し、来年度の夏の事業開始に向け動き出したと

ころである。当面の業務はコミュニティカフェと観光情報の発信が想定されるが、今後は

「（株）やどり木」と町及び本協議会が連携し、特産品の開発及びブランディングや町宿な

ど、現在町内には無い事業を補完し、さらなるまちなかの魅力創出と町のプロモーション

を行うことが期待される。
また、まちづくり会社に期待される機能のうち、「起業しやすいまちなか環境整備」「起業家

人材の育成」について、将来的な「（株）やどり木」の事業拡大の支援、またはこのような機能

を持つ新規起業者の育成、誘致を図っていく。
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議案第１号

くずまき観光地域づくり協議会規約の一部改正について

くずまき観光地域づくり協議会規約の一部を次のように改正する。
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くずまき観光地域づくり協議会規約

（名称）

第１条 この協議会は、くずまき観光地域づくり協議会（以下「協議会」という。）と称する。

（目的）

第２条 協議会は、町民、関係団体、民間企業等及び行政が一体となり、観光を中心とした「住

んでよし、訪れてよし」の豊かな地域づくりにおける全町的な合意形成のもと、町民自らが地

域の魅力を創出し、くずまきファンの獲得における交流人口の拡大及び起業家の誘致等を推進

することにより、地域経済の活性化を図り、若者にとって「魅力ある仕事」を創出し、もって

移住定住人口の増加を図ることを目的とする。

（事業）

第３条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の業務を行う。

(１) 観光データ等の情報収集及び分析

(２) 戦略策定

(３) 特産品の開発・販路拡大

(４) まちづくり人材の育成

(５) 誘客促進・情報発信

(６) 移住・交流の推進

(７) その他、協議会の目的達成に必要な業務

（組織）

第４条 協議会の会員は、別表１に掲げる者をもって組織する。

２ 前項の会員のほかに、協議会が必要と認める者(団体を含む)を会員とすることができる。

（役員）

第５条 協議会に、次の役員を置く。

(１) 会 長 １名

(２) 副会長 ２名

(３) 監 事 ２名

２ 役員の任期は２年とし、再任を妨げない。なお、補欠により選任された役員の任期は、前任

者の残任期間とする。

３ 役員は、総会において会員の中から互選する。

４ 会長は、協議会を代表し、会務を総括する。

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。

６ 監事は、協議会の会務及び会計を監査する。

（アドバイザー）

第６条 協議会に、アドバイザーを置くことができる。

２ アドバイザーは、協議会の運営に対して、助言を行う。

３ アドバイザーの任期は２年とし、再任を妨げない。

（会議）

第７条 協議会の会議は、総会、役員会及び事業検討部会とする。

２ 総会は会長が招集し、会長が議長となる。

３ 通常総会は、年１回開催する。ただし、会長が必要と認めたときは臨時総会を開催すること

ができる。

４ 総会は、次の事項について、審議議決する。

(１) 規約の制定・改廃に関する事項

(２) 協議会の予算並びに決算に関する事項
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(３) 協議会の事業計画並びに事業報告に関する事項

(４) 計画・戦略等の策定に関する事項

(５) 協議会役員の選任並びにアドバイザーの推挙に関する事項

(６) その他、協議会の運営に関して必要な事項

５ 役員会は、必要の都度会長が招集し、会長が議長となる。

６ 協議会に、事業執行に当り必要な専門的事項を検討するために、事業検討部会を置くことが

できる。事業検討部会の運営に関し必要な事項は別に定める。

（総会の議決方法）

第８条 総会は、会員の過半数以上の出席をもって成立するものとする。

２ 総会の議決は、出席会員の過半数をもって決する。ただし、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。

（会計）

第９条 協議会の経費は、補助金、委託料、負担金、手数料及び寄付金をもって充てる。

２ 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。

（事務局）

第10条 協議会の事務を処理するため、協議会に事務局を置く。

２ 事務局の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

（雑則）

第11条 協議会は、会議又は業務遂行上必要に応じて会員以外の者に出席を要請し、助言並びに

協力等を求めることができる。

（補則）

第12条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

附 則

この規約は、平成28年９月21日から施行する。

この規約は、平成29年５月10日から施行する。

この規約は、平成30年１月12日から施行する。
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